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研究成果の概要（和文）：世界認識の枠組みとしての存在論のインド的展開を解明するために、40名規模の日本の主要
なインド哲学研究者を4班に有機的に分属させた共同研究体制を組織し、毎年1回の全体研究会（合宿）、ウィーン科学
アカデミーとの共催による国際シンポジウム開催、パネル発表による中間報告を経て、最終年度には東西哲学対話再出
発を意図した公開シンポジウム、および主要な個別研究成果（論文16本）を収めた論文集の刊行等を行った。

研究成果の概要（英文）：To elucidate various problems of ontological discussion in major Schools or 
Systems of Indian philosophy, nearly forty Japanese scholars were integrated into four working groups: 
(1) Nyaya-Vaisesika/Buddhism, (2) Mimamsa-Vedanta, (3) Vyakarana/Jainism, and (4) Shaivism/Sankhya. In 
addition to annual conference of the whole project team, the "Japan-Austria International Seminar on 
Transmission and Tradition: The Meaning and Role of 'Fragments' in Indian Philosophy" (20-24 Aug. 2012, 
Matsumoto) in collaboration with the Austrian Academy of Science, the panel "Various Aspects of 
Ontological Discussion in Indian philosophy" (1 Sep. 2013, Matsue) and the symposium "Indian Traditional 
Frameworks of World View: An Attempt to Restart a Dialogue between the Eastern and Western Thoughts" (23 
Nov. 2014, Tokyo) were held. As the final result of the present project, we published the collection of 
papers as a special Issue of the Studies in Indian Philosophy and Buddhism (the University of Tokyo).

研究分野：インド哲学
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１．研究開始当初の背景 
（1）インドにおける〈存在〉をめぐる哲学
的議論は、ウパニシャッドの神秘的一元論な
いしその派生形と見なしうるサーンキヤ、ヨ
ーガの二元論といった「垂直的」存在論の系
譜と、「六師外道」の思想にその一つの淵源
が求められ、ヴァイシェーシカの存在カテゴ
リー論に典型的に顕在化する多元論的な「水
平的」存在論という二系統に分けて考えうる。
哲学と宗教が相補的に錯綜しつつ展開して
きたインド思想では、形而上学的な議論が実
に豊富であり、かつ多様性に溢れている。イ
ンド哲学諸派に展開する存在論・形而上学の
諸相を解明することは、仏教を含むインド思
想の全体像理解に重要な手がかりを提供す
るばかりでなく、新たな比較思想的視点の開
拓にも繋がるはずである。 
 
（2）しかしながら従来のインド哲学研究で
は、各学派の存在論が個別的、概説的に論じ
られるにすぎなかった。ただし国際学会での
日本人研究者の活躍ぶりに象徴されるよう
に、日本のインド哲学研究の水準は、とりわ
けミクロレベルの精密なテキスト読解に関
して言えば、すでに世界のトップクラスに達
していると思われる。このような状況を踏ま
えて、世界認識の枠組みとしての存在論・カ
テゴリー論のインド的展開を解明する、国際
的にも初めての本格的共同研究をスタート
することになったのが本研究プロジェクト
である。組織化された共同研究チームを十分
に編成できるだけの、有能な研究者の数と、
専門の多様性に富んだ、日本ならでは強みを
十分に生かした企画である。 

 
２．研究の目的 
（1）その目的は、世界の第一線で活躍する
日本のインド哲学研究者を結集させて、いわ
ゆる「六派哲学」を中心としつつ、仏教、ジ
ャイナ教、さらにはヒンドゥー教神学をも取
り込んだ形の「インド哲学諸派」における、
〈存在〉をめぐる議論を、以下の二つの研究
レベルを統合した総合的研究を推進して、イ
ンドの存在論・形而上学の全体像と特質を解
明することにある。 
 
（2）第一には、必要に応じてテキスト校訂
にまで掘り下げた厳密な文献実証的な研究
方法を踏まえて、各学派単位、あるいはテキ
スト単位の概念分析や理論的展開を解明す
る、個別研究のレベルである。一般にインド
哲学文献はテキスト上の問題が多く、かつ存
在論、形而上学というテーマ設定そのものが
従来のインド哲学研究においては甚だ不十
分だったという研究の現状から見て、このよ
うなミクロレベルの緻密な基礎研究は不可
避だからである。 
 

（3）しかしミクロレベルの研究にとどまれ
ば、概して問題意識は局所化し、個別の議論
の背景にある学派間の論争や問題意識の全
体像が見失われる危険性が高い。したがって
他方では、学派横断的、あるいは比較思想的
な視点を導入したマクロの視点が必須とな
る。第一のミクロレベルでは日本のインド哲
学研究の水準は、質量ともに世界のトップク
ラスに達しているが、第二のマクロレベルの
哲学思想研究は、まだ十分に成熟していない。
従来の学派単位の教理概説のレベルから、ダ
イナミックな思想展開の内実へと踏み込ん
だ哲学研究へと飛躍するためには、各学派の
専門家が一堂に会して、存在論という共通テ
ーマのもとで、学派横断的な議論展開の実際
と理論的可能性を討議し合う、共同研究の仕
組みが必須な段階に来ている。その際、大学
単位で分散化していた、あるいは緻密なテキ
スト研究に専念するあまり孤立しがちな、若
手研究者を共同研究組織に有機的に位置づ
けることが、今後のインド哲学研究の発展に
とって必須となる。さらには、インド哲学と
は異なる分野（西洋哲学やユダヤ思想研究）
の専門家との対話、討論を通じて、インド哲
学を相対化することで、その今日的、未来的
な意義をさぐる切り込みもまた重要となる。
このような巨視的スケールのもとで、本格的
なインド哲学共同研究の体制を確立するこ
とが本研究プロジェクトの、もう 1つの重要
な目的となっている。 
 
（4）具体的にめざす研究成果としては、個
別研究の成果を、国内外の学会・学術雑誌に
おける口頭発表・論文発表へと繋げることは
もとより、共同研究成果として国際学会ない
し国内学会において、インド哲学諸派におけ
る存在論研究を共通テーマとしたパネル発
表として結実させるとともに、若手研究者を
中心とする最新の個別成果は論文集として
まとめる。さらに公開シンポジウムを企画し
て、東西哲学対話の再出発をめざすことも本
研究プロジェクトの最終目的の一つである。 
 
３．研究の方法 
（1）まず研究組織としては、現在日本を代
表するインド哲学諸派の専門家たち、すなわ
ち研究代表者である丸井浩（ニヤーヤ、ヴァ
イシェーシカ学派、東京大学教授）に加えて、
和田壽弘（新ニヤーヤ学派、名古屋大学教授）、
吉水清孝（ミーマーンサー学派、東北大学教
授）、小川英世（文法学、広島大学教授）、片
岡啓（ヒンドゥー教学、九州大学准教授）を
研究分担者に、桂紹隆（仏教学、龍谷大学教
授）、藤永伸（ジャイナ教、都城高専教授）
を連携研究者にして、この 7名を下記の各班
の班長ないし班内ユニット長に据えた上で、
大学の壁を越えて全国から、また一部は海外
在住者も含めて、若手・中堅の研究者を研究
協力者として積極的に登用して、最終的には
全体で 40名規模の共同研究体制を確立した。



そしてメンバー全員を、①ニヤーヤ・ヴァイ
シェーシカ／仏教班、②ミーマーンサー・ヴ
ェーダーンタ班、③文法学／ジャイナ教班、
④シヴァ教／サーンキヤ班に分属させ、『パ
ダールタ・タットヴァ・ニルーパナ』『ヨー
ガバーシュヤ・ヴィヴァラナ』『タットヴァ
サングラハ・パンジカー』『マハーバーシュ
ヤ』『ヴァーキヤパディーヤ』等の文献講読
をグループ研究として推進するほか、各人の
個別研究を行うことにした。また各研究班の
上には全体を統括する総括班を設け、研究代
表者・班長・班内ユニット長をコアメンバー
として、学派横断的な共同研究を遂行する体
制を整えた。 
 
（2）具体的には、毎年 1 度、合宿形式で全
体研究会を開催し、共通テーマに則した個人
発表と全体討議を積み重ねる。そのほか班内
あるいは班横断的なグループ研究も随時開
催してゆくこととした。そして個別研究の成
果は、日本印度学仏教学会、インド思想史学
会、国際サンスクリット学会、国際ダルマキ
ールティ学会など内外の学術大会で発表す
るほか、中堅・若手研究者の注目すべき業績
は、最終年度に論文集として刊行することと
なった。 
 
（3）一方、共同研究の成果発表の場として
は、コアメンバーによるパネル企画を中間発
表として、また最終年度には 4班を代表して
各班長が、インドの存在論ないし形而上学の
特質を示すためのテーマ設定を行い、それぞ
れ西洋哲学ないしユダヤ思想の専門家を討
議者に迎えて、比較哲学の視点を導入した公
開シンポジウムを企画する方針を立てた。 
 
（4）研究組織全体の研究計画、企画内容、
あるいは成果公開の方針策定等を討議する
ために、年に数回のコアメンバー会議を開催。
コアメンバー内および研究メンバー全体相
互の意思疎通、意見交換を円滑にするために
メーリングリストを特設した。また研究プロ
ジェクトの広報活動を徹底させるために専
用ホームページを開設した。 
 
４．研究成果 
（1）共同研究の成果としては、まず、日本
印度学仏教学会第 64 回学術大会において、
パネル「インド哲学における〈存在〉をめぐ
る議論の諸相」（2013年 9月 1日）を企画し、
中間発表を行った。報告記事は『印度学仏教
学研究』62(2)、2014年 3月、pp. 795‒784に
掲載されている。 
 
（2）また、国際的な共同研究という点でも
画期的な成果を収めることができた。とりわ
け、日墺共同国際シンポジウム「伝統知の継
承と発展」（2012年 8月 20‒24日、信州大学）
を、ウィーン科学アカデミーと共催で実施し
たことは特筆に値する。これは日本学術振興

会二国間交流事業に採択された企画であり、
直接、インド哲学諸派の存在論をテーマとし
ているわけではないが、テキストが現存しな
い「断片資料」をめぐる諸問題は、〈存在〉
をめぐるインド哲学諸派の議論展開の歴史
を再構築する上で、きわめて重要な意味を担
っており、本研究プロジェクトの進展にとっ
ても注目すべき成果をあげることができた。
仏教でなくインド哲学プロパーの研究者が
集う、このような本格的な国際シンポジウム
が日本で開催されたのは今回が初めてのこ
とであり、このような国際会議が可能となっ
たのも、この科研プロジェクトによるインド
哲学の共同研究体制が確立していたからで
ある。なお、このシンポジウムの詳細は、『東
方学』126、2013年 7月、pp. 147‒157に掲載
された、丸井による報告記事に記されている。
このほか、京都大学の出口康夫准教授の分析
アジア哲学研究グループと国際ワークショ
ップ “Ontology of Asian Philosophy” （2013
年 4月 13‒14日、龍谷大学）を共催し、八木
沢敬、 Tom Tillemans、Mark Siderits、 Jay 
Garfield、林鎮國教授ほかと研究交流を行った。
さらに、出口、八木沢両氏とは 2度のワーク
ショップを共催し、分析哲学とインド哲学の
対話が大きく前進した。 
 
（3）こうして、共同研究の推進は比較哲学、
東西哲学対話の道を開く結果となり、本研究
プロジェクトの最終成果の公開を兼ねたシ
ンポジウム「インドの大地が育んだ世界認識
の枠組み——東西哲学対話の再出発——」
（2014年 11月 23日、東京大学）として結実
することになった。4 つの報告（「因果」「普
遍と個体」「言葉と存在」「神と世界」）は、
本プロジェクトのコアメンバーであるイン
ド哲学研究者（順に丸井浩、吉水清孝、小川
英世、片岡啓）が行ったが、特別講演には京
都大学西洋古代哲学史研究室の中畑正志教
授を迎え、また各報告に対するコメンテータ
ーには西洋哲学研究者 3 氏（一ノ瀬正樹氏、
松浦和也氏、出口康夫氏）を招き、「神と世
界」に対してはユダヤ思想研究者の手島勲矢
氏がコメントした。このほか、プロジェクト
メンバーの個別研究、ないし班内共同研究の
成果は、日本印度学仏教学会、インド思想史
学会、国際サンスクリット学会、国際ダルマ
キールティ学会など内外の学術大会で発表
され、その一部は論文としてすでにそれぞれ
の学術雑誌等に掲載されている。その主要な
成果は下記の５に列挙した通りである。 
 
（4）この 4 年間の研究活動の中でも、メン
バーの大半が集まって、各人の研究発表を聞
き、その後に濃密な討論を行う合同研究会の
開催は、本研究プロジェクトの最も重要な活
動成果として特筆に値すると思われる。毎年
１回開催した合同研究会の日・場所、個人発
表の数（4年間で合計 29）は以下の通りであ
る。①2011年 8月 24‒25日、信州大学松本キ



ャンパス：個人発表 6（ほかに桂紹隆氏の基
調講演）②2012年 8月 18‒19日、信州大学松
本キャンパス：個人発表 4（ほかに八木沢敬
氏の特別講義） ③2013 年 8 月 23‒24 日、名
古屋大学：個人発表 5 ④2014 年 9 月 13‒15
日、松本市内：個人発表 14。なお、これらの
個人発表をふまえて学術論文としてまとめ
られた特に注目すべき 16 点が、最終の 2014
年度末に『インド哲学仏教学研究』（東京大
学）の特集号の論文集として刊行された。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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